
《令和５年度カリキュラム》

（詳細は裏面をご覧ください）

期 日 講 師 紹 介

９／30(土) ① 染織作家（女子美術大学 講師） 岡田 教子

② 岡谷蚕糸博物館 館長 髙林 千幸

10／７(土) ③ 蚕糸技術センター 蚕糸研究係 池田 真琴

④ 桐染 代表（染屋４代目） 平本 友里

10／21(土) ⑤ 蚕糸科学技術研究所 副所長 栗岡 聡

⑥ 養蚕体験・研修所「大丸屋」管理人 浅井 広大

11／４(土) ⑦ 多摩シルクライフ２１研究会 代表 内海 康治

⑧ 元上毛新聞論説委員長 藤井 浩

※新型コロナウイルス感染症の発生状況により、開催日時や内容など変更する場合があります

◆会 場 日本絹の里 ２階会議室

◆開講時間 13：30～15：50（講義内容により時間が多少変わることがあります）

◆受講料（教材費含む） ３，０００円（開校式当日に徴収いたします）

・講義開催日は、特別展等の観覧料が受講生は無料になります。

・受講年度の「日本絹の里紀要」を１冊差し上げます。

◆修了証書の授与 ５講座以上出席された方には、日本絹の里館長から修了証書を授与いたします。

◆募集人数 先着５０名

◆応募方法 往復ハガキの往信裏面に、①氏名（ふりがな）、②住所、③郵便番号、④年齢、

⑤電話番号、返信表面に、ご自身の①住所、②氏名を記入のうえ、日本絹の里

「日本絹の里大学係」あてにお申し込みください。

〆切 令和５年８月２８日（月）必着

〒370-3511 群馬県高崎市金古町８８８－１

TEL 027-360-6300 ／ FAX 027-360-6301

今年も「日本絹の里大学」を開校します。

絹や蚕について専門家がわかりやすく解説いたします。

ご一緒に勉強しませんか！
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